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　本市議会の本会議・委員会は、どなた
でも簡単な手続きで傍聴できます。�
　市議会の定例会は年４回（概ね３月、
６月、９月、１２月）開催します。会議の
予定は、「広報あしや」や市議会ホーム
ページに掲載します。このほか、閉会中
に委員会を開催することがあります。会
議は原則として午前１０時から開催します。�
■本会議の傍聴（６５席）�
　市役所南館４階の傍聴受付に直接お越
しください。受付開始は午前９時半から
です。傍聴者名簿に住所・氏名をご記入
ください。一般傍聴券をお渡しします。
また別に、議員の紹介による傍聴券もあ
ります。入手については議員にお申し出
ください。なお、児童、乳幼児の傍聴は
議長の許可が必要です。傍聴受付にお申
し出ください。�
■委員会の傍聴（１８席）�
　本市議会では、原則として議員の紹介
で委員会を傍聴する制度をとっています。
事前に傍聴したい旨、議員に申し出て傍
聴券を入手してください。なお、議長預
かり分の紹介傍聴券（現在は１枚）があ
ります。これは、会議の開始３０分前（午�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
前９時半）から市役所南館３階の市議会
事務局の窓口でお渡ししています。また、
紹介傍聴券のうち、議員が使用しない傍
聴券も、会議の開始１５分前から市議会事
務局で先着順にお渡ししています。この
紹介傍聴券をお持ちの方は、市役所南館
４階大会議室にお越しいただき、傍聴者
名簿に住所・氏名をご記入の上、傍聴し
てください。�
■傍聴するときの注意�
　傍聴席で騒いだり、飲食、携帯電話・
パソコンの使用など会議の進行を妨げる
行為はできません。�
　その他係員の指示に従っていただく必
要がありますが、市議会は皆様の傍聴を
歓迎しています。�

傍聴席から見た議場風景傍聴席から見た議場風景�

限りある資源を大切に　本紙はリサイクルによる、古紙からの再生パルプ（１００％）を使用しています。�！�
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付議事件の審議結果�
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芦屋市立体育館・青少年センターなどの指定管理者の指定�
訴えの提起について�
固定資産評価審査委員会の委員の選任�
人権擁護委員の推薦につき市議会の意見を求めること�
市税条例の一部改正�
国民保護対策本部、緊急対処事態対策本部条例の制定�
国民保護協議会条例の制定�
災害派遣手当の支給に関する条例の一部改正�
１７年度一般会計補正予算（第５号）�
１７年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）�
１７年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）�
１７年度宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）�
１７年度病院事業会計補正予算（第１号）�
１７年度水道事業会計補正予算（第１号）�
高浜町用地造成等業務委託契約の議決事項の変更�
訴えの提起について�
訴えの提起について�
市道路線の認定について�
附属機関の設置に関する条例の制定�
特別職の給与、教育長の給与などに関する条例の一部改正�
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正�
廃棄物減量等推進審議会条例の制定�
市営住宅の設置管理条例の一部改正�
上宮川文化センターの設置管理条例の一部改正�
福祉医療費の助成に関する条例の一部改正�
在宅介護支援センターの設置管理条例の一部改正�
障害程度区分認定審査会の委員定数等を定める条例制定�
国民健康保険条例の一部改正�
都市公園条例の一部改正�
住みよいまちづくり条例の一部改正�
斜面地建築物の制限に関する条例の制定�
道路占用料条例の一部改正�
１８年度一般会計予算�
１８年国民健康保険事業特別会計予算�
１８年度下水道事業特別会計予算�
１８年度公共用地取得費特別会計予算�
１８年度都市再開発事業特別会計予算�
１８年度老人保健医療事業特別会計予算�
１８年度駐車場事業特別会計予算�
１８年度介護保険事業特別会計予算�
１８年度宅地造成事業特別会計予算�
１８年度打出芦屋財産区共有財産会計予算�
１８年度三条津知財産区共有財産会計予算�
１８年度病院事業会計予算�
１８年度水道事業会計予算�
介護保険条例の一部改正�
�
介護保険料の値上げ抑制を求める請願書�
�
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市
長
は
四
年

間
で
財
政
再
建

に
目
途
を
つ
け

る
こ
と
を
公
約

に
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で

き
た
。
昨
年
度

の
収
支
見
込
み

で
は
、
平
成
二

十
四
年
度
以
降
�

は
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
、

行
政
運
営
が
で
き
る
状
況
に

ま
で
好
転
し
た
。
し
か
し
、

来
年
度
か
ら
住
民
税
フ
ラ
ッ

ト
化
に
よ
る
減
収
で
、
再
び

厳
し
い
財
政
状
況
に
追
い
込

ま
れ
る
。
山
中
市
長
以
下
、

全
職
員
が
元
気
を
出
し
て
一

層
団
結
し
知
恵
を
絞
り
、
市

民
の
理
解
を
得
て
、
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
。
�

�����

　
政
府
の
三
位

一
体
の
改
革
に

伴
い
、
本
市
で

は
平
成
十
九
年

度
か
ら
市
税
収

入
が
毎
年
約
十

三
億
円
減
収
に

な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。

山
中
市
政
も
今
�

期
は
後
一
年
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
。
行
政
改
革
な
く
し

て
芦
屋
の
財
政
再
建
は
あ
り

得
な
い
。
行
政
改
革
は
と
か

く
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
市
長
は

四
年
間
で
財
政
再
建
に
目
途

を
つ
け
る
と
公
約
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
不
退

転
の
決
意
で
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
�
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か
つ
て
赤
字

再
建
団
体
転
落

を
危
惧
し
た
財

政
も
、
行
政
改

革
の
進
捗
に
よ

っ
て
明
る
い
見

通
し
を
感
じ
る
。

予
算
比
率
も
土

木
費
を
減
ら
す

一
方
、
民
生
費
�

を
増
額
し
た
。
今
後
も
高
齢

化
が
進
む
本
市
の
実
情
に
沿

っ
た
配
分
で
、
福
祉
・
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

施
策
で
は
、
阪
神
打
出
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
を

評
価
す
る
。
来
年
度
か
ら
の

大
幅
な
税
収
減
は
必
至
だ
が
、

市
民
に
「
金
が
無
い
か
ら
で

き
な
い
」
と
言
わ
な
い
市
役

所
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
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新
年
度
は
、

介
護
保
険
料
の

三
十
三
パ
ー
セ

ン
ト
値
上
げ
を

は
じ
め
、
国
保

料
、
水
道
料
も

値
上
げ
で
、
国

の
増
税
路
線
と

重
な
り
市
民
負

担
増
は
深
刻
だ
。
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が
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手

幹
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を
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り
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値
上
げ

抑
制
に
充
て
る
予
算
組
み
替

え
動
議
を
提
案
し
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
と
な
っ
た
。

　
山
中
市
長
の
「
行
革
」
で
、

美
術
館
、
谷
崎
記
念
館
、
ル

ナ
・
ホ
ー
ル
等
公
共
施
設
で

の
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
芦
屋
の

文
化
の
質
を
心
配
す
る
。
市

民
病
院
の
存
続
も
懸
念
す
る
。
�

ワークショップ�日本共産党�

　
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
運
営

の
中
、
安
全
と

環
境
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
編
成
さ

れ
た
予
算
で
あ

る
。
子
供
の
安

全
、
特
に
通
学

路
の
安
全
確
保

の
た
め
に
青
色
�

回
転
灯
付
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の

導
入
や
、
防
犯
、
防
災
組
織

へ
の
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
評
価
す
る
。
�

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
が
進

み
、
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
が
さ

ら
に
進
む
よ
う
、
行
政
の
具

体
的
な
実
践
状
況
を
市
民
に

発
信
し
て
ほ
し
い
。
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市
長
は
、
財

政
改
善
の
兆
し

が
み
ら
れ
る
状

況
と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
芦
屋

ら
し
い
施
策
を

国
・
県
の
基
準

に
押
し
下
げ
、

国
保
料
、
介
護
�

保
険
料
、
水
道
料
金
な
ど
の

値
上
げ
、
低
所
得
者
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
扶
助
費
等
の
廃
止

や
カ
ッ
ト
な
ど
市
民
負
担
を

増
や
し
た
結
果
で
は
な
い
か
。

市
政
の
基
本
は
、
市
民
の
命

を
守
り
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
に
あ
る
。
改
め
て
、
市

民
が
そ
の
ま
ち
の
主
人
公
と

な
る
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
求
め
る
。
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陳情の委員会審査結果�

件　　　　名� 結　　果�

１４�

１６�

�

人権擁護法案反対の意見書提出を求める陳情�
書� 不採択（２／２８）�

採　択（２／２７）�

�

�

審査を行った�
委 員 会�

陳情�
番号�

（仮称）伊勢町プロジェクトに関する陳情書�

民 生 文 教�
常任委員会�
建　　　設�
常任委員会�
�

※委員会審査の結果、採択･不採択の結論を得たものを掲載しています。�

傍聴席から見た議場風景�

インターネットで会議録検索�
http://gikai02.kaigiroku.jp/kaigiroku/c_ashiya/

　市議会本会議の会議�
録は、市役所行政コー�
ナー、図書館本館のほ�
か、インターネットに�
よる閲覧も可能です。�


